
■北茨城市長選挙・市議会議員補欠選挙
　　　　　　　　　投票日は6月5日です④
■茨城県暴力団排除条例が4月1日から施行されます⑤
■市政ウォッチング 知っていますか 環境センター⑥
■75歳になったら後期高齢者医療⑦
■消費生活センターからのお知らせ⑷⑧
■ごみ分別収集日程表が保存版になります⑨ 中郷子どもの家（わくわくタイム）

中郷子どもの家
気軽に集まれる子育ての場を提供します②③
中郷子どもの家
気軽に集まれる子育ての場を提供します②③
中郷子どもの家
気軽に集まれる子育ての場を提供します②③
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市
子
ど
も
の
家
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
子
育
て
を
支
援
し
、
子

育
て
家
庭
等
の
交
流
を
促
進
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
１
日
設
置
さ
れ
た
中
郷
子
ど
も
の
家
は
、皆
さ
ん
が
、

普
段
か
ら
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
保
育
士
が
常
駐
し
、
子
ど
も
の
遊
び
や
保
護
者
同
士
の
情

報
交
換
や
相
談
等
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
設
置
後
１
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
中
郷
子
ど
も
の

家
の
利
用
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

気
軽
に
集
ま
れ
る

子
育
て
の
場
を
提
供
し
ま
す

気
軽
に
集
ま
れ
る

子
育
て
の
場
を
提
供
し
ま
す

気
軽
に
集
ま
れ
る

子
育
て
の
場
を
提
供
し
ま
す

中郷子どもの家中郷子どもの家

設
置
後
１
年
を
迎
え
る

　
　
　

中
郷
子
ど
も
の
家

遊
び
を
通
じ
て

　

親
も
子
も
友
達
づ
く
り

　

中
郷
子
ど
も
の
家
は
、
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
集
ま
れ
る

場
所
を
提
供
し
よ
う
と
、
旧
市
立
中
郷
幼

稚
園
の
施
設
を
利
用
し
て
昨
年
４
月
１
日

に
オ
ー
プ
ン
し
、
も
う
す
ぐ
１
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
主
に
在
宅
で
子
育
て
を

し
て
い
る
家
庭
を
対
象
に
、
子
ど
も
や
保

護
者
同
士
が
仲
間
づ
く
り
や
友
達
づ
く
り
、

子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換
の
場
と
し
て

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

施 設 外 観

医師による医療相談

　

毎
週
金
曜
日
の
午
前
は
「
わ
く
わ
く
タ

イ
ム
」
と
い
う
時
間
が
設
け
ら
れ
、
季
節

の
歌
や
手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、
製
作
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
に
は
室
内
遊
び
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
広
い
園
庭
に
は
遊
具
も
あ
り

外
遊
び
も
楽
し
め
ま
す
。

　

好
き
な
時
間
に
訪
れ
、
お
子
さ
ん
を
遊

ば
せ
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
や
友
達
づ
く

り
の
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
好
き
な
時

間
に
利
用
で
き
る
の
で
助
か
る
」「
同
じ

年
齢
く
ら
い
の
子
の
親
同
士
で
、
育
児
の

悩
み
や
情
報
交
換
、
息
抜
き
が
で
き
る
」

「
自
宅
で
は
で
き
な
い
遊
び
や
歌
を
親
子
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子
育
て
や
病
気
の
悩
み
も

サ
ポ
ー
ト

お
気
軽
に

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

で
楽
し
め
る
」「
マ
マ
友
が
た
く
さ
ん
で

き
た
」
な
ど
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
郷
子
ど
も
の
家
は
、
市
の
委
託
を
受

け
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
に
は
保
育
士
２
人
が
常
駐
し
、
子

育
て
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
４
月
曜
日
に
は
市
立
総

合
病
院
の
医
師
の
協
力
で
、
子
ど
も
の
病

気
つ
い
て
の
相
談
（
要
予
約
）
も
開
設
さ

れ
、
子
育
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ
い

て
も
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
所
日　
　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
　
　
　
（
土
日
、
祝
日
は
お
休
み
）

開
所
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

対
象
者　
　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
わ
く
わ
く
タ
イ
ム

　

毎
週
金
曜
日　

10
時
30
分
～

　

歌
や
手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、
誕
生
会
、

　

製
作
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
の
病
気
相
談
室

　

毎
月
第
４
月
曜
日
（
相
談
は
要
予
約
）

　

北
茨
城
市
立
総
合
病
院
の
医
師
に
よ
る
、

　

子
ど
も
の
病
気
や
病
状
に
関
す
る
相
談

◎
問
い
合
わ
せ

　

中
郷
子
ど
も
の
家　

 

☎
㊷
２
１
８
３

　

社
会
福
祉
協
議
会　

 

☎
㊷
０
７
８
２

　

社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係 

内
１
３
２

○利用状況（H22.4 月～ H23.1 月）

年　月 開設
日数

   利 用 者 数 （人）
子ども 保護者 計

22 年 4 月 21 － － －
5 月 18 213 168 381
6 月 22 386 319 705
7 月 21 340 275 615
8 月 22 292 220 512
9 月 20 311 248 559

10 月 20 247 206 453
11 月 20 262 219 481
12 月 19 224 178 402

23 年 1 月 19 186 150 336

　毎週金曜日の「わくわくタイム」では、さまざまな制作や
遊びなどが行われています。その一部を写真で紹介します。

写真で見る写真で見る タイムタイムタイムわくわく

7/2　魚釣り遊び

7/23　プール遊び
8/20　絵の具遊び

10/22　壁面飾り製作

12/17　クリスマス会

1/21　読み聞かせ

10/15　運動会ごっこ

11/26　大型紙芝居

1/7　コマ作り

６
／
25　

七
夕
製
作
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こ
の
ほ
ど
関
南
町
神
岡
地
区
に
県
道
里

根
神
岡
上
線
の
バ
イ
パ
ス
道
路
が
完
成
し
、

３
月
12
日
㈯
午
後
３
時
か
ら
通
行
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

県
工
事
事
務
所
が
整
備
を
進
め
て
き

た
も
の
で
、
北
部
幹
線
道
路
（
市
道

３
４
４
０
号
線
）
の
北
側
の
延
長
部
分
に

あ
た
り
ま
す
。
今
回
完
成
し
た
の
は
、
県

道
山
根
大
津
港
線
と
の
接
続
部
分
ま
で
で

延
長
は
１
３
０
０
㍍
、
幅
員
13
㍍
と
な
り

ま
す
。

　

交
通
安
全
に
心
が
け
て
の
通
行
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
高
萩
工
事
事
務
所
道
路
整
備
第
二
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
２
４

県
道
里
根
神
岡
上
線
バ
イ
パ
ス

　
　
　
　
　

３
月
12
日
か
ら
供
用
開
始

　

１
月
22
日
、
中
郷
多
目
的
集
会
所
で
北

茨
城
市
女
性
連
盟
が
主
催
す
る
対
話
集
会

「
市
長
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
が
市
政
を
身
近
に
と
ら
え
る
機
会

を
設
け
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
市
内
の
13
の
女
性
団
体
や

一
般
参
加
の
市
民
を
合
わ
せ
80
人
ほ
ど
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
ま
ず
市
長
が
市
政
運
営
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
後
、
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
医
療
や
雇
用
な

ど
、
身
近
な
問
題
か
ら
市
の
将
来
ま
で
、

多
く
の
質
問
や
提
言
が
寄
せ
ら
れ
、
熱
心

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
政
を
身
近
に

「
市
長
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

　任期満了に伴う北茨城市長選挙は、５月 29 日
㈰に告示され、６月５日㈰に投票が行われる予定
です。なお、北茨城市議会議員補欠選挙（現在の
欠員３名）も同時執行される予定です。
　詳しくは、今後の広報や回覧でお知らせします。
問市選挙管理委員会事務局　（酒井、滝）  内３２１

　中郷町石岡地区の旧炭鉱住
宅に上がる通称「桜坂」と呼
ばれるところに大きな桜の木
があります。
　今年もこの桜の花の咲く時
期に合わせ、「さくら祭り」
を開催します。
　石炭産業が街を支えていた
時代から北茨城市を見守って
きたこの桜の下で、昭和の時
代を思い出しながら一日を過
ごしてみませんか。
○とき　４月 10 日㈰
　午前 10 時～午後３時
○内容　北茨城Ｂ級グルメ選

手権、野点や手打ちそば、
近代化遺産石岡発電所ハイ
キング、素人のど自慢など
○主催　市観光協会
問商工観光課 観光係
　（樫村、鈴木靖） 内３６３

北茨城市長選挙・北茨城市議会議員補欠選挙

投票日は 月 日666 555 日

第 2回 石岡さくら祭り開催石岡さくら祭り開催石岡さくら祭り開催
今年は4月10日日
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茨
城
県
暴
力
団
排
除
条
例
が

　
　
　

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

　

こ
の
条
例
は
、
県
民
の
安
全
で
平
穏
な

生
活
を
確
保
し
、
社
会
経
済
を
健
全
に
発

展
さ
せ
る
た
め
、
暴
力
団
排
除
に
関
す
る

基
本
理
念
を
定
め
、
県
や
県
民
、
事
業
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
県
の
基
本
的
施

策
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め

の
措
置
、
暴
力
団
員
等
へ
の
利
益
供
与
の

禁
止
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　
「
恐
れ
な
い
。
資
金
を
提
供
し
な
い
。

利
用
し
な
い
」
を
基
本
に
県
、
県
民
等
が

相
互
に
連
携
協
力
し
、
暴
力
団
と
社
会
的

に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
持
た
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
茨
城
県
警
本
部
ま
た
は
最
寄
り
の
警

　

察
署
へ　
高
萩
警
察
署
☎
㉔
０
１
１
０

　１月 31 日、スーパーやホームセンターなどの店舗
を市内に持つ事業者と「災害時における支援協力に関
する協定」が締結されました。大規模災害の発生時に
住民生活の早期安定を目指し、支援物資の供給や被災
者の応急救済の充実を図るものです。㈱サンユースト
アー、㈱マルト、㈱ヨークベニマル、㈱カインズ、㈱
コメリ設立のＮＰＯ法人コメリ災害対策センターの５
事業者と、食料品や飲料水、日用品、医薬品などの救
援物資の供給や駐車場などの避難場所としての利用に
ついて協力をいただくものです。
問総務課 防災安全室（金澤）　　　　　　　内３３８

スーパー、ホームセンターなど５事業者と
災害時における支援協力協定を締結
スーパー、ホームセンターなど５事業者と
災害時における支援協力協定を締結

　

皆
さ
ん
は
外
見
か
ら
で
は
分
か
ら
な
い

体
の
中
の
障
害
を
ご
存
じ
で
す
か
。「
ハ

ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
」
は
、
身
体
内
部

に
障
害
を
持
つ
方
を
支
援
す
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ハ

ー
ト
・
プ
ラ
ス

の
会
が
作
り
ま

し
た
。

知
っ
て
い
ま
す
か
「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
」
マ
ー
ク

内
部
障
害
に
理
解
を

　

身
体
内
部
の
障
害
と
は
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
、

小
腸
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
、
肝
臓
の
各
機
能
障
害
を
指
し
、
一

般
に
内
部
障
害
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
内
部
障
害
を
持
つ
方
は
、
障
害
を
持

た
な
い
方
に
比
べ
て
疲
れ
や
す
か
っ
た
り
、

治
療
の
た
め
長
期
の
通
院
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
り
と
様
々
な
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
外
見
か
ら
は
健
常
者
と

何
ら
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
に
、

周
囲
か
ら
障
害
者
と
認
識
さ
れ
ず
に
次
の

よ
う
な
誤
解
を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
障
害
者
用
の
ス
ペ
ー
ス
に
駐
車
し
よ
う

と
し
た
ら
注
意
さ
れ
た
。

・
公
共
交
通
機
関
を
利
用
中
、
体
が
辛
く

な
っ
て
も
席
を
譲
っ
て
も
ら
え
な
い
。

　
若
年
の
場
合
に
は
優
先
席
に
座
る
と
冷

た
い
目
で
見
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
」
は
、
内

部
障
害
を
持
つ
方
と
周
囲
と
を
結
ぶ
か
け

橋
で
す
。
見
か
け
た
場
合
は
優
し
い
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
マ
ー
ク
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

w
w

w
.norm

anet.ne.jp/ ~h-plus/

問
社
会
福
祉
課 

援
護
係
（
稲
川
）内

１
３
６

平成23年度市税等の
出張徴収について

○会場
　中郷多目的集会所
　関南多目的集会所
　関本多目的集会所
　華川町公民館
　大津町公民館
　平潟町公民館
問税務課 庶務係（酒井）内１５１

納　期 実 施 日 時　間
4 月 5 月 ２ 日 ㈪

午前 9 時

～

午後 3 時

5 月 5 月 31 日 ㈫
6 月 6 月 30 日 ㈭
7 月 8 月 １ 日 ㈪
8 月 8 月 31 日 ㈬
9 月 9 月 30 日 ㈮

10 月 10月31日㈪
11 月 11月30日㈬
12 月 12月26日㈪

1 月 1 月 31 日 ㈫
2 月 2 月 29 日 ㈬

見
え
な
い
身
体
障
害
者
に
や
さ
し
い
手
を
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私
た
ち
は
毎
日
食
事
を
し
、
排
泄
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
排
泄
さ
れ
た

も
の
は
、
ど
こ
行
く
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
処
理
施
設
が
、
中
郷
町
足
洗

に
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
環
境
セ
ン
タ
ー

に
伺
い
ま
し
た
。

知
っ
て
い
ま
す
か
、
環
境
セ
ン
タ
ー

知
っ
て
い
ま
す
か
、
環
境
セ
ン
タ
ー

環
境
セ
ン
タ
ー
の
概
要

処
理
の
工
程

環
境
セ
ン
タ
ー
を
取
材
し
て

　

環
境
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
59
年
４
月
に

糞
・
尿
等
を
処
理
す
る
施
設
と
し
て
稼
働

し
ま
し
た
。
１
日
に
処
理
で
き
る
量
は
、

最
大
１
０
０
㎘
。
標
準
脱
窒
処
理
と
い
う

方
式
で
処
理
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
機

器
の
老
朽
化
が
進
み
平
成
10
年
度
か
ら
４

カ
年
工
事
と
し
て
既
存
設
備
の
更
新
を
中

心
に
全
体
的
な
工
事
が
行
わ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
て
は
最
大
処
理
量
以
上
を

処
理
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
、
下
水
道
が
普
及
し
た
た
め
、
環
境

セ
ン
タ
ー
に
運
び
込
ま
れ
る
量
が
や
や
減

少
し
、
処
理
槽
の
能
力
に
対
し
て
程
良
い

量
の
処
理
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
で
運
ば
れ
て
き
た
浄

化
槽
汚
泥
や
生
し
尿
を
そ
れ
ぞ
れ
受
入
槽

と
呼
ば
れ
る
槽
へ
入
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら

布
き
れ
や
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
除
去
し

て
焼
却
し
、
そ
れ
以
外
は
次
の
工
程
に
進

み
、
脱
窒
素
槽
や
硝
化
槽
な
ど
で
各
処
理

が
さ
れ
ま
す
。
こ
の
他
に
も
様
々
な
工
程

を
重
ね
、
活
性
炭
に
よ
る
処
理
を
し
、
最

後
に
は
、
放
流
水
と
し
て
海
に
流
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
放
流
さ
れ
る
水

が
、
水
道
水
と
変
わ
り
な
い
ほ
ど
き
れ
い

な
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　

今
、
環
境
改
善
の
意
識
は
社
会
全
体
に

根
付
い
て
き
て
は
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
各
種
排
水
・
廃
棄
物
に
よ
る

河
川
・
海
洋
の
汚
濁
な
ど
で
す
。

　

今
回
、
環
境
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
担

当
職
員
の
お
話
を
聞
い
て
、
様
々
な
工
程

を
重
ね
、
き
れ
い
な
水
と
し
て
放
流
す
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
し
か
し
、
海
や
川
を
ご
み
な
ど
で

汚
し
て
し
ま
う
の
は
、
と
て
も
残
念
な
こ

と
で
す
。

　

環
境
保
全
は
大
切
だ
と
分
か
る
け
ど

「
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
ま
ず
自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
む
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー　

村
田　

ひ
さ
え
）

環境センター外観

処理の過程

放流される水

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、
就

職
、
退
職
、
引
越
し
な
ど
異
動
の
多

い
季
節
で
す
。
異
動
が
生
じ
た
場
合
、

左
記
の
年
金
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

速
や
か
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
届
出
書
類
は
、
市
役
所
に
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
鈴
木
、
大
川
）
内
１
８
７

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

国
民
年
金
か
ら
の

　
　
お
知
ら
せ

届出が必要な方 届出先 必要な書類

会社を退職した 20 歳～ 60 歳の方と、その方に
扶養されていた配偶者で 20 歳～ 60 歳の方

市役所

会社の退職日の分かる書
類、年金手帳、印鑑

厚生年金や共済年金に加入している配偶者の扶
養から外れた 20 歳～ 60 歳の方

扶養から外れた日が分かる
書類、年金手帳、印鑑

年金保険料を納付書や口座振替で納めている方
で、住所や氏名を変更した方

年金手帳、印鑑

年金の受給者で、住所や氏名を変更した方 年金事務所（※） 年金証書、印鑑

厚生年金や共済年金に加入している配偶者に扶
養されている方で、住所や氏名を変更した方

配偶者の勤務先 勤務先にお尋ねください
厚生年金や共済年金に加入している配偶者の扶
養になる 20 歳～ 60 歳の方
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75
歳
に
な
っ
た
ら
後
期
高
齢
者
医
療

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上

の
方
と
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ

た
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が
加
入
す
る

医
療
制
度
で
す
。
対
象
者
は
、
こ
れ
ま
で

加
入
し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
や
協
会
け

ん
ぽ
、
健
保
組
合
な
ど
社
会
保
険
の
資
格

を
失
い
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行

し
ま
す
。

　

医
療
制
度
の
運
営
は
、
茨
城
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
い
、
北
茨
城
市

は
保
険
料
の
徴
収
や
保
険
証
の
引
渡
し
、

各
種
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が
障
害
者
マ

ル
福
を
受
給
す
る
に
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
花
園
、
一
瀬
）
内
１
８
７
、１
８
８

対 象 者 加入する日 手　　続　　き

75 歳に
到達する方

75 歳の
誕生日

特に手続きはありません
【誕生日の 2 週間前までに、

市役所から保険証を郵送】

65 歳から 74 歳の
方 で 一 定 の 障 害
になった方

広域連合が
認定した日

①障害者マル福の受給者が、
65 歳の誕生日を迎える時

→誕生日前に手続きが必要
【個別に通知】

② 65 歳から 74 歳までの方
が新たに障害となった時

→障害になった時に手続き
が必要【身障手帳等の交付
時に手続き】

スポーツの結果
第37回市民マラソン大会結果

１月 23 日㈰
【小学生男子（2.5km）】①伊藤龍（大津スポ少）②
本間凪智（明徳野球）③大内一輝（華川小）④益子悠
平（磯原 FC）⑤神永蓮（明徳野球）⑥安島大貴（大
津スポ少）
【小学生女子（2.5km）】①上遠野さくら（石岡小）
②渡邉もも（常北ミニバス）③齋藤江美（華中ジュニ
ア）④村山実来（常北ミニバス）⑤鈴木実結（常北ミ
ニバス）⑥沼田清楓（常北ミニバス）
【中学生女子（2.5km）】①畠山美紅（中郷中）②大
竹美穂（磯原中）③早川友美（中郷中）④坪井ひかり
（常北中）⑤船木亜美（磯原中）⑥大月萌（中郷中）
【中学生男子（4km）】①石塚光輝（磯原中）②永山
敬士（中郷中）③今泉直人（華川中）④本間友希（磯
原中）⑤鈴木幸介（常北中）⑥菊地竜生（中郷中）
【一般女子（4km）】①緑川たか子②山口正代
【一般男子（10km）】①須田雄也②萩島慎一③高野靖
規④柴田直人⑤酒井一成⑥坂本悠輔
【壮年男子（10km）】①松本真如②大野謙一③渡邉積
問生涯学習課 生涯学習係（中根）　　　　　内４２１

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す

　

土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務

者
は
、
平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
（
土
地

や
家
屋
等
）の
価
格
な
ど
を
記
載
し
た「
縦

覧
帳
簿
」
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

○
期
間　

４
月
１
日
㈮
～ 

５
月
２
日
㈪

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
時
間　

午
前
８
時
30
分 

～ 

午
後
５
時

15
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
税
務
課

○
縦
覧
で
き
る
方　

土
地
ま
た
は
家
屋
の

納
税
義
務
者

○
手
数
料　

無
料

○
縦
覧
で
き
る
内
容

　

土
地　

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
格　

　

家
屋　

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構

造
、
床
面
積
、
価
格
、
建
築
年

※
平
成
23
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
第
１
期
の
納
期
限
は
、
５
月
２
日
㈪

で
す
。

問
税
務
課 

固
定
資
産
税
係
（
和
田
）

内
１
５
６ 

～ 

１
５
８

　

こ
の
表
彰
は
、
県
市
長
会
が
、
市
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
市
民
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
本
市
か
ら
は
、
松
本
和
子
さ
ん
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
21
年
間
、
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
地
域
住
民
の
良
き
相
談
相

手
と
な
り
、
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
へ
の
訪
問
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。
民
生
委
員
の
傍
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

問
秘
書
課 

秘
書
係
（
石
井
）　

内
２
０
２

平
成
22
年
度
茨
城
県

市
長
会
民
間
自
治
功
労
者
表
彰

70
歳
以
上
の
皆
様
に
通
り
ゃ
ん
せ

敬
老
招
待
券
を
配
布
し
ま
す

松本　和子さん

（大津町北町）

　

市
で
は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
様

を
尊
敬
す
る
と
共
に
長
寿
を
お
祝
い
し
、

「
中
郷
温
泉
通
り
ゃ
ん
せ
敬
老
招
待
券
」

を
左
記
の
と
お
り
郵
送
配
布（
４
月
上
旬
）

し
ま
す
。

　

ゆ
っ
た
り
と
お
湯
に
つ
か
り
、
く
つ
ろ

い
だ
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
利
用
期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日
～
平

成
24
年
３
月
31
日
（
１
年
間
）

○
利
用
施
設　

中
郷
温
泉「
通
り
ゃ
ん
せ
」

○
対
象　

昭
和
17
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
（
70
歳
以
上
）

○
利
用
事
項　

招
待
券
１
枚
で
本
人
と
付

添
者
の
計
２
人
が
１
回
限
り
無
料
で
入

場
で
き
ま
す
。
利
用
す
る
際
に
施
設
受

付
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
鈴
木
）
内
１
２
２



広報　きたいばらき　3月号　8

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
便
乗
し
た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
国
や
県
、
市
、
放
送
局

が
お
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詐
欺
の
例

　
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
接
続
料
金
請
求

書
」
が
封
書
で
届
い
た
。
料
金
を
支
払
わ

な
い
と
テ
レ
ビ
が
観
ら
れ
な
く
な
る
。

　
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
ア
ン
テ
ナ
）
助

成
金
」
を
出
す
の
で
、
手
数
料
を
振
り
込

む
よ
う
封
書
が
届
い
た
。

　

テ
レ
ビ
局
や
役
所
の
職
員
と
い
う
人
の

訪
問
が
あ
り
、
受
信
状
態
を
調
べ
「
工
事

が
必
要
」と
言
わ
れ
、お
金
を
請
求
さ
れ
た
。

地
デ
ジ
の
良
く
あ
る
疑
問

①
放
送
局
を
名
乗
る
人
か
ら
「
地
デ
ジ
の

た
め
に
新
し
い
電
波
塔
を
建
て
る
の

で
、
建
設
費
用
を
負
担
し
な
い
と
い
け

な
い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
本
当
か
。

×
放
送
局
が
電
波
塔
建
設
の
た
め
に
お
金

を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
地
デ
ジ
に
な
っ
て
新
た
に
受
信
料
が
必

要
に
な
る
か
。

×
地
上
放
送
で
あ
れ
ば
、
従
来
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

受
信
料
の
他
に
地
デ
ジ
を
観
る
た
め
に

新
た
な
受
信
料
を
支
払
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

③
地
デ
ジ
を
観
る
た
め
に
テ
レ
ビ
を
買
い

替
え
な
く
て
も
良
い
方
法
が
あ
る
か
。

○
市
販
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
を
接
続
す
れ
ば
、
現
在
お
使
い
の
テ

レ
ビ
（
ア
ナ
ロ
グ
）
で
も
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
観
ら
れ
ま
す
。

④
地
デ
ジ
を
観
る
た
め
に
は
必
ず
ア
ン
テ

ナ
を
工
事
し
な
い
と
い
け
な
い
か
。

×
必
ず
必
要
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
在
の
受
信
状
況
や
住
ん
で
い

る
地
域
な
ど
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
器
店
な
ど
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑤
衛
星
放
送
（
Ｂ
Ｓ
）
も
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
た
め
、
Ｂ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ
も
交
換
し
な

い
と
い
け
な
い
の
か
。

×
多
く
の
場
合
、
交
換
し
な
く
て
も
大
丈

夫
で
す
が
、
10
年
以
上
前
の
ア
ン
テ
ナ

で
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
て
も
視
聴
で

き
な
い
場
合
は
電
器
店
な
ど
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑥
デ
ジ
サ
ポ
の
職
員
が
無
料
で
い
ろ
い
ろ

教
え
て
く
れ
る
の
か
。

○
デ
ジ
サ
ポ
が
ご
自
宅
ま
で
お
伺
い
し
、

地
デ
ジ
に
対
応
す
る
ま
で
道
筋
を
無
料

で
提
案
し
ま
す
。

問
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
07
‐
０
１
０
１

問
デ
ジ
サ
ポ
茨
城

☎
０
２
９
‐
３
０
７
‐
０
１
０
１

問
商
工
観
光
課
内 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
瓦
葺
、
佐
藤
）
☎
㊸
１
１
０
７

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
4

地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

平
成
22
年
度
分
の
市
税
な
ど
は
早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
購
入
費
を
一
部
補
助
し
ま
す

　

市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
は
、
私

た
ち
が
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
す
た
め
の

貴
重
な
財
源
で
す
。
こ
の
市
税
な
ど
に
は

納
付
す
る
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
納
付
期
限
後
、
一
定
の

期
間
内
に
納
付
が
な
い
時
に
は
、
督
促
状

や
催
告
書
な
ど
が
送
付
さ
れ
、
督
促
手
数

料
や
延
滞
金
が
税
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
市
税
な
ど
を
滞
納
す
る
と
、

滞
納
整
理
の
た
め
に
、
貴
重
な
財
源
を
浪

費
し
て
し
ま
う
ば
か
り
で
な
く
、
市
民
の

方
々
に
も
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
に

○
補
助
対
象
者　

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て
い

る
。

②
生
ご
み
処
理
容
器
等
で
肥
料
化
し
た

も
の
を
畑
や
花
壇
な
ど
に
還
元
す
る

こ
と
で
自
家
処
理
が
可
能
。

③
市
内
取
扱
店
か
ら
購
入
す
る
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

⑤
５
年
以
内
に
補
助
を
受
け
て
い
な
い
。

○
申
込
期
間

〈
生
ご
み
処
理
容
器
〉

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
受
付

※
受
付
順
に
補
助
し
ま
す
。

〈
生
ご
み
処
理
機
〉

　

４
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

※
希
望
多
数
時
抽
選

な
り
ま
す
。
本
年
度
分
の
市
税
な
ど
は
、

年
度
内
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
情
が
あ
っ
て
納
税
に
お
困
り

の
方
は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
し
な
い
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
税
な
ど
の
納
付
に
は
安
全
・
便

利
な
口
座
振
替
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談　

収
納
課
（
中
野
）

内
１
６
２
～
１
６
４

口
座
振
替　

税
務
課 

庶
務
係
（
酒
井
）

内
１
５
１
、１
５
２

○
申
込
方
法　

購
入
前
に
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
皆
川
）

☎
㊻
５
６
１
９

種 類

生ごみ処理機 生ごみ処理容器

電動式
生ごみ処理機

コンポスト
容器

密閉型
容器

補 助 率
購入価格の 1/2

（消費税と工事費
を除く）

購入価格の 1/2
（消費税を除く）

限 度 額 ２万円 ３万円

補 助 基 数 １世帯につき１基

補 助 件 数 各 10 基
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下水道への早期接続をお願いします
○下水道への接続工事は３年以内に
　下水道が利用できるようになった区域で現在くみ取
り式のトイレを使用している方は、下水道が使えるよ
うになった日（告示による供用開始の日）から 3 年
以内に水洗トイレに改造し、下水道へ接続することが
義務づけられています。また、浄化槽を使用している
方も、遅滞なく下水道へ接続することが義務づけられ
ています。下水道が利用できるようになった区域の方
で、まだ接続されていない方は、早期接続をお願いし
ます。
普及率：７. ５２％（３６７４人）
水洗化率：６８. ３２％（２５１０人）
※普及率：市全体の人口のうち、下水道を利用できる
ようになった人口の割合
※水洗化率：下水道を利用できるようになった人口の
うち、下水道を利用している人口の割合
○接続工事は指定工事店で
　下水道を利用するためには、個人負担で宅地内の接
続工事を行う必要があります。接続工事は市の指定す
る工事店へ依頼してください。
○下水道は正しく使いましょう
　油やゴミ、危険物（アルコール、ガソリン、薬品など）
などを流してしまうと、下水処理場の機能低下や管の

詰まり、破損、事故（爆発など）の原因となり、下水
道の寿命を縮めてしまいます。みんなで使う公共の財
産ですので、一人一人がマナーを守って正しく使いま
しょう。

問下水道課  管理係（鈴木）、事業係（山口） 内２６２

凡　　　例
第１期区域
共 用 区 域
第２期区域
処 理 場

市役所市役所

大津港

平潟地区漁業集落排水処理場

汚水処理場汚水処理場

磯原駅磯原駅

北茨城
浄化センター
北茨城
浄化センター

文

文

〒

常
磐
自
動
車
道

太
平
洋

太
平
洋

ご
み
分
別
収
集
日
程
表
が

保
存
版
に
な
り
ま
す

★
要
援
護
老
人
の
調
査

　

年
度
ご
と
に
配
布
し
て
い
ま
し

た
「
ご
み
分
別
収
集
日
程
表
」
は
平

成
23
年
度
か
ら
保
存
版
に
な
り
ま
す
。

既
に
配
布
し
た
「
家
庭
ご
み
の
出
し

方　

保
存
版
」
と
併
せ
て
、
保
存
・

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
の
業
務
は
広
報
紙
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
皆
川
）

☎
㊻
５
６
１
９

　

４
月
１
日
か
ら
の
２
週
間
程
度
、
要
援

護
老
人
調
査
（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

の
寝
た
き
り
、
認
知
症
、
ひ
と
り
暮
ら
し
、

高
齢
世
帯
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

問
高
齢
福
祉
課 

在
宅
支
援
係

（
神
長
）
内
１
２
４

　

１
月
29
日
、
30
日
、
茨
城
県
北
ジ
オ
パ

ー
ク
推
進
協
議
会
は
全
国
地
質
調
査
業
連

合
会
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
「
琥
珀
と
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
を
求
め
て
・
ジ
オ
ロ
ジ
ス
ト
と
行
く

と
き
わ
路
ジ
オ
ツ
ア
ー
」
の
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
外
国
人
に

と
っ
て
日
本
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
が
ど
れ
だ
け

魅
力
的
か
を
検
証
す
る
も
の
で
す
。
ア
メ

リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
韓

国
か
ら
参
加
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

北
茨
城
を
訪
ね
る
の
は
全
員
、
初
め
て

で
し
た
が
、
五
浦
海
岸
の
雄
大
な
自
然
や

地
元
特
産
の
ア
ン
コ
ウ
料
理
に
大
変
満
足

し
た
よ
う
で
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
も
う
一

度
訪
ね
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
岡

倉
天
心
が
、
五
浦
の
地
形
・
地
質
に
感
動

し
て
六
角
堂
を
立
て
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
に
も
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー（
案
内
人
）

や
茨
城
大
学
の
院
生
・
留
学
生
、
ま
た
宿

の
若
女
将
に
は
着
物
姿
で
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元
の
人
々
が

真
剣
に
取
り
組
ん
だ
姿
は
、
参
加
し
た
外

国
人
に
も
印
象
深
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

課
題
は
多
い
で
す
が
、
茨
城
県
北
ジ
オ

パ
ー
ク
は
世
界
に
も
目
を
向
け
始
め
ま
し

た
。
茨
城
空
港
の
活
用
な
ど
、
本
格
的
な

事
業
展
開
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

問
茨
城
県
北
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事

務
局　

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
８
８
２
５

茨
城
県
北
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
だ
よ
り
⑷

世
界
に
向
け
た
情
報
発
信
・
み
ん
な
で
作
る
ジ
オ
パ
ー
ク

県
北
ジ
オ
パ
ー
ク
運
営
委
員
長

　茨
城
大
学
教
授

　天
野
一
男
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１
月
28
日
と
29
日
の
２
日
間
、
市
民

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
「
手
を
つ
な
ぐ

子
ら
の
作
品
展
」
と
育
成
会
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
内
小
中
学
校
の
支
援
学
級
や
北
茨

城
養
護
学
校
で
学
ぶ
児
童
生
徒
の
皆
さ

ん
が
、
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
て
行
わ
れ
る
催
し
で
、
今
年
で
48
回

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
皆
さ
ん
が
製
作
し
た
作
品

を
展
示
。
初
日
は
サ
ン
バ
や
寸
劇
も
発

表
さ
れ
、
終
日
行
わ
れ
た
バ
ザ
ー
と
合

わ
せ
て
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

１
月
22
日
「
第
40
回
交
通
安
全
市
民

大
会
」
が
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
交
通
安

全
功
労
者
・
功
労
団
体
、
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
入
選
者
へ
の
ほ
う
賞
や
誠
之
会

幼
稚
園
児
に
よ
る
演
技
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
交
通
安
全
コ
ン

サ
ー
ト
・
映
画
上
映
も
行
わ
れ
、
場
外

で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
リ
ア
ル
体
験
、

自
転
車
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
等
を
体
験
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、尊
い
命
を
守
り
、

事
故
の
な
い
交
通
社
会
実
現
に
向
け
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の

作
品
展
・
バ
ザ
ー
開
催

尊
い
命
を
守
ろ
う

交
通
安
全
市
民
大
会

心
身
と
も
に
健
康
作
り

　

北
茨
城
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
武
田
さ
ん
た
ち
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
が

１
月
19
日
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
、

施
設
利
用
者
の
心
身
の
ケ
ア
を
お
手
伝

い
す
る
た
め
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
利

用
者
が
イ
ス
に
腰
掛
け
た
姿
勢
で
、
曲

を
流
し
な
が
ら
歌
う
発
声
練
習
や
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
上
半
身
を
動
か
し
て
踊

る
脳
ト
レ
、
新
聞
紙
を
丸
め
る
手
指
の

運
動
、
新
聞
紙
ボ
ー
ル
で
の
玉
入
れ
競

争
な
ど
を
約
１
時
間
行
い
ま
し
た
。
責

任
者
の
方
に
話
を
聞
く
と
「
今
回
で
２

回
目
で
す
が
、
利
用
者
の
リ
ハ
ビ
リ
の

た
め
に
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
楽
し
く
参

加
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い

か
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー　

橋
本　

和
孝
）
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１
月
27
日
、
福
島
県
立
医
科
大
学
か

ら
循
環
器
専
門
の
竹
石
恭
知
先
生
を
お

招
き
し
て
、
市
役
所
会
議
室
で
市
民
公

開
医
学
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
臓
病
の
原
因
に
つ
い
て
の
お
話
や
、

も
し
病
気
に
な
っ
た
ら
カ
テ
ー
テ
ル
や

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
様
々
な
治
療
法

が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
専
門
医
に
診
て
も

ら
う
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

特
に
メ
タ
ボ
が
気
に
な
る
方
に
は
、

と
て
も
参
考
に
な
る
お
話
で
、
普
段
の

生
活
習
慣
改
善
が
心
臓
病
予
防
の
「
キ

メ
テ
」
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー　

石
塚　

紘
明
）

　

２
月
16
日
、
関
本
町
富
士
ケ
丘
在
住

の
金
澤
弘
さ
ん
た
ち
が
所
有
す
る
窯

で
「
炭
焼
き
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
富
士
ケ
丘
小
学
校
６
年

生
の
児
童
14
人
。
児
童
の
皆
さ
ん
は
、

地
域
の
方
の
指
導
の
も
と
、
既
に
焼
き

あ
が
っ
た
炭
を
窯
か
ら
出
し
、
新
た
に

薪
を
入
れ
る
作
業
を
し
ま
し
た
。
初
め

は
慣
れ
な
い
作
業
に
と
ま
ど
い
な
が
ら

で
し
た
が
、
次
第
に
積
極
的
に
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

作
業
後
に
は
、
地
域
の
方
た
ち
か
ら
、

う
ど
ん
や
イ
ノ
シ
シ
鍋
が
振
る
舞
わ
れ
、

皆
さ
ん
は
「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」

と
味
わ
い
な
が
ら
冷
え
た
体
を
温
め
て

い
ま
し
た
。

突
然
死
を
伴
う
心
臓
病
か
ら

身
を
守
る
に
は

地
域
の
方
の
協
力
で

昔
な
が
ら
の
作
業
を
体
験

　

２
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
の
６
日
間

「
北
茨
城
ひ
な
あ
か
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
気
軽
に
市
内
を
巡

っ
て
和
ん
で
も
ら
お
う
と
、
市
内
有
志

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
喫
茶
店
な
ど
10
カ
所

に
手
作
り
の
お
雛
様
な
ど
を
展
示
し
た

も
の
で
、
今
回
で
４
回
目
で
す
。

　

ま
た
、
雛
人
形
の
絵
付
け
や
和
菓
子

作
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
き
な
こ
飴

作
り
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
昔
懐
か

し
い
お
菓
子
作
り
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

一
足
先
に
雛
ま
つ
り

癒
さ
れ
な
が
ら
市
内
を
巡
る
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平
潟
小
学
校
５
年

日
置 

彩
乃
さ
ん

夢
は
パ
テ
ィ
シ
エ

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

オ
ー
プ
ン
時
期
は

　

漁
業
歴
史
資
料
館
よ
う
・
そ
ろ
ー
が
平

成
19
年
５
月
オ
ー
プ
ン
で
、
市
場
食
堂
は
、

そ
の
２
カ
月
後
の
７
月
か
ら
大
津
漁
業
協

同
組
合
の
直
営
店
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
３
年
半
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

お
客
さ
ん
の
数
は

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
月
平
均
で
４
８
０
０

人
ほ
ど
の
お
客
さ
ん
に
来
店
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
の
累
計
も

こ
の
２
月
で
20
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

従
業
員
の
皆
さ
ん
は

　

主
任
と
専
門
職
は
男
性
で
す
が
、
ほ
か

は
女
性
を
中
心
と
し
た
職
場
で
す
。
調
理

や
接
客
、
役
割
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
お

客
さ
ん
に
美
味
し
い
食
事
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

鉄
製
の
ア
ン
コ
ウ
に
つ
い
て

　

県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
動
画
Ｃ
Ｍ
コ
ン

ク
ー
ル
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
水
戸

大
津
漁
業
協
同
組
合
直
営 

市
場
食
堂

市
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
丹
尾
敏
さ
ん

が
、
自
身
の
Ｃ
Ｍ
作
品
の
中
で
製
作
し
た

も
の
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
る
し
切
り

の
イ
メ
ー
ジ
で
入

口
に
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
し
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ん
に
ア

ン
コ
ウ
が
ど
ん
な

魚
か
イ
メ
ー
ジ
し

て
も
ら
っ
た
り
す

る
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
に

も
な
り
ま
す
ね
。

今
後
の
目
標
は

　

こ
れ
か
ら
春
を

迎
え
る
の
で
、
残

念
な
が
ら
ア
ン
コ

ウ
の
時
期
は
そ
ろ

そ
ろ
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
季
節
も

お
す
す
め
の
海
鮮

丼
な
ど
、
地
元
の

新
鮮
な
魚
を
中
心
に
、
漁
協
直
営
な
ら
で

は
の
美
味
し
い
お
食
事
で
皆
さ
ん
を
お
も

て
な
し
し
た
い
で
す
。

所
在
地　

関
南
町
仁
井
田

取
材
協
力　

大
森
博
之
さ
ん
（
大
津
町
）

　

私
の
し
ょ
う
来
の
夢
は
パ
テ
ィ
シ
エ
で

す
。
そ
の
理
由
は
、
２
年
生
の
時
、
テ
レ

ビ
を
見
て
い
た
ら
、
き
れ
い
な
ス
イ
ー
ツ

を
つ
く
る
人
が
い
て
私
も
あ
ん
な
ふ
う
に

す
て
き
な
ス
イ
ー
ツ
を
つ
く
り
た
い
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。

　

私
は
、
か
ん
た
ん

な
も
の
か
ら
つ
く
ろ

う
と
思
っ
て
最
初
は

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
か
ら

つ
く
り
は
じ
め
ま
し

た
。
で
も
や
っ
ぱ
り

最
初
は
う
ま
く
い
か

な
く
て
、
お
母
さ
ん

に
て
つ
だ
っ
て
も

ら
っ
て
や
っ
と
で
き

ま
し
た
。
最
初
は
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た

け
ど
、
や
っ
ぱ
り
一

人
で
で
き
な
い
と
パ
テ
ィ
シ
エ
に
は
な
れ

な
い
の
で
い
っ
ぱ
い
練
習
し
ま
し
た
。
だ

け
ど
ど
れ
も
う
ま
く
い
か
な
く
て
が
っ
か

り
し
て
い
る
と
、
お
母
さ
ん
が
「
失
敗
し

た
か
ら
っ
て
が
っ
か
り
し
て
い
る
と
今
ま

で
が
ん
ば
っ
て
き
た
こ
と
が
む
だ
に
な
っ

て
し
ま
う
よ
」
と
い
っ
て
く
れ
た
の
で
、

私
は
前
よ
り
倍
練
習
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

と
っ
て
も
き
れ
い
な
の
が
で
き
て
と
っ
て

も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

さ
っ
そ
く
お
母

さ
ん
に
食
べ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
ら
、
お
母

さ
ん
は
「
お
い
し

い
よ
。
が
ん
ば
っ

た
ね
」
と
い
っ
て

く
れ
た
の
で
私
は

が
ん
ば
っ
て
よ

か
っ
た
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。
ど
ん

ど
ん
レ
ベ
ル
を
上

げ
て
い
っ
て
が
ん

ば
っ
て
今
も
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
、
き
れ
い
に
は
つ
く
れ
な
い
け
ど
、

も
っ
と
練
習
し
て
き
れ
い
で
お
い
し
い
ス

イ
ー
ツ
づ
く
り
を
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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趣

悠
味

々

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
楽
し
む
吊
る
し
雛

中
郷
町
　
野
田 

君
代
さ
ん

―
吊
る
し
雛
と
は

　

型
紙
に
合
わ
せ
て
布
を
切
り
、
綿
を

入
れ
、
小
さ
い
お
雛
様
作
り
、
そ
れ
を

紐
で
つ
な
い
で
吊
る
す
も
の
で
す
。

―
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

私
は
、
ず
い
ぶ
ん
前
に
手
ま
り
を
作

っ
た
こ
と
が
あ
る
く
ら
い
で
、
も
と
も

と
は
妹
が
吊
る
し
雛
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
数
年
前
に
指
を
ケ
ガ
し
て
、
そ
の

リ
ハ
ビ
リ
が
て
ら
に
妹
の
勧
め
で
始
め

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ケ
ガ
は
良
く
な
り
ま
し
た

が
、
と
て
も
気
に
入
っ
た
の
で
、
今
で

は
仕
事
の
合
間
を
見
て
作
っ
て
い
ま
す
。

か
れ
こ
れ
１
０
０
個
以
上
作
り
ま
し
た
。

―
面
白
い
と
こ
ろ
は

　

同
じ
よ
う
に
作
っ
て
も
一
つ
ひ
と
つ

違
う
と
こ
ろ
で
す
。
色
合
い
や
お
雛
様

の
表
情
が
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
、
個
性
が

あ
っ
て
面
白
い
で
す
。

　

ま
た
、
材
料
を
買
う
時
や
ど
の
よ
う

な
も
の
を
作
る
か
を
考
え
て
い
る
時
は
、

想
像
力
を
か
き
立
て
ら
れ
、
と
て
も
楽

し
い
で
す
。

―
難
し
い
と
こ
ろ
は

　

顔
を
描
く
の
が
と
て
も
難
し
い
で
す
。

人
形
が
で
き
て
か
ら
描
く
の
で
す
が
、

思
っ
た
よ
う
な
顔
が
描
け
ず
、
毎
回
苦

労
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
は

　

お
雛
様
と
一
緒
に
飾
る
も
の
に
椿
や

桜
な
ど
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
「
ひ
な
あ
か
り
」
で

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
励
み
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
展

示
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

中郷中学校吹奏楽部

夏に向けて団結
　中郷中学校吹奏楽部は、２年生 12 人、１年
生 14 人の合計 26 人と、顧問の奥田先生と副
顧問の藤原先生で活動しています。先輩・後輩
の仲がとても良い部活で、団結力が自慢です。
　９月に３年生が引退し、新メンバーで臨んだ
県北のアンサンブルコンテスト（数人でグルー
プを組んで出場する大会）では、優良賞に１グ
ループ、奨励賞に２グループが入選しました。
次の目標は、夏のコンクール。３年生がいた昨
夏は、県北大会で優秀賞を受賞し、あと一つで
県大会出場でした。そのため、新メンバーの目
標は県大会出場。しかし、部長の佐川さんは「先
輩たちに比べ、
自分たちはまだ
まだ技術力不足。
楽しく練習しな
がら、自分たち
ももっと技術を
身に付け、県大
会に出場したいです。しかし、それだけにとら
われず、普段の練習を大切にして、積み重ねて、
最後に皆で団結し、練習の成果を発揮できれば
最高です」と話してくれました。
　今後が楽しみなメンバーに奥田先生は「一人
ひとりが部活だけではなく、困っている人がい
たら、そっと手を貸すような人になってもらい
たい。そして、誰からも愛される部活になって
欲しい」と期待を寄せました。
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相
続
と
遺
言
に
つ
い
て
ほ
か
、

各
種
行
政
手
続
き
に
関
す
る
相
談

を
行
い
ま
す
。

○
と
き　
４
月
６
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間 

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
３

月
30
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
☎
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
村
田
）
内
１
７
８

　

土
地
問
題
や
金
銭
貸
借
、
離
婚
、

相
続
な
ど
日
常
生
活
上
の
法
律
問

題
で
お
困
り
の
市
内
に
住
所
を
有

す
る
方
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
と
き　
４
月
８
日
㈮

■
母
親
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

〈
北
茨
城
親
子
体
操
ク
ラ
ブ
〉

○
と
こ
ろ　

関
南
多
目
的
集
会
所

○
活
動
日　

月
曜
日(

月
３
回
、

祝
日
・
８
月
は
除
く)

○
内
容　

ボ
ー
ル
、
フ
ラ
フ
ー
プ

な
ど
を
使
っ
た
運
動
、
読
み
聞

か
せ
な
ど

○
対
象　
１
～
４
歳
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者

申
問
☎
㊷
６
５
７
６
（
八
木
沢
）

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

案  

内

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
12
人
）。
４

月
１
日
㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
☎
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
村
田
）
内
１
７
８

　

市
ま
な
び
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
で

は
、
受
講
ス
タ
ン
プ
の
数
で
生
涯

学
習
称
号
（
名
人
、達
人
、才
人
）

を
授
与
す
る
た
め
に
平
成
22
年
度

の
受
講
カ
ー
ド
を
回
収
し
ま
す
。

○
期
間　
４
月
15
日
㈮
ま
で
（
郵

送
の
場
合
必
着)

○
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
課
、
各
町

公
民
館
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

○
回
収
方
法　

使
用
し
た
カ
ー
ド

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
し
、

郵
送
ま
た
は
右
記
に
あ
る
回
収
ポ

ス
ト
に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
（
２

枚
以
上
は
ホ
チ
キ
ス
な
ど
で
と
め

て
く
だ
さ
い
）。

○
称
号
授
与
式　
５
月
14
日
㈯

※
４
月
下
旬
に
授
与
該
当
者
へ
通

知
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
が

２
５
０
０
㌘
未
満
の
場
合
、
出
生

届
と
一
緒
に
母
子
健
康
法
に
基
づ

く
「
低
体
重
児
の
届
出
」
を
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
を
も
と
に
、

保
健
師
等
が
家
庭
を
訪
問
し
、
体

重
測
定
や
栄
養
・
子
育
て
相
談
、

産
後
の
お
母
さ
ん
の
健
康
相
談
な

ど
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

　

届
出
用
紙
は
「
健
康
な
あ
か
ち

ゃ
ん
を
産
み
育
て
ま
し
ょ
う
」
の

つ
づ
り
の
中
に
あ
り
ま
す
。

※
平
成
23
年
３
月
ま
で
に
妊
娠
届

を
し
た
方
は
、
産
科
の
医
療
機
関
、

市
役
所
市
民
課
窓
口
、
各
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
橋
）

☎
㊸
１
３
１
０

ま
な
び
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー

受
講
カ
ー
ド
回
収

低
体
重
児
の
届
出
と
未
熟
児
の

訪
問
指
導
に
つ
い
て

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
９
２

　

生
涯
学
習
課
内
ま
な
び
す
と
ア

カ
デ
ミ
ー
事
務
局
（
市
毛
）

　

内
４
３
１

募  
集

第
１
回
ふ
る
さ
と
自
然
塾

　
「
小
山
ダ
ム
を
歩
く
」

務
所
前
駐
車
場
（
高
萩
市
大
字

横
川
）

○
募
集
人
員　

40
人

○
対
象　
５
歳
以
上
（
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

○
費
用　

無
料

○
申
込
方
法　
４
月
７
日
㈭
ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年

齢
を
明
示
し
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
し
、
当

選
者
の
み
要
項
等
を
送
付
し
ま
す
。

申
問
生
涯
学
習
課
内 

ふ
る
さ
と

　

自
然
塾
事
務
局
（
荒
川
）

内
４
３
３　

㊷
０
４
５
４

○
と
き　
４
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

○
集
合
場
所　

小
山
ダ
ム
管
理
事

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

公
開
、
市
民
団
体
の
参
加
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
等

▽
十
王
パ
ノ
ラ
マ
公
園
会
場　
４

月
16
日
㈯
、
17
日
㈰　

市
民
団

体
の
参
加
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等

▽
か
み
ね
公
園
会
場　
４
月
１
日

㈮
～
20
日
㈬　

さ
く
ら
が
見
ご

ろ
に
な
る
週
末
は
、
夜
の
遊
園

地
を
開
催

※
期
間
中
の
夜
間

は
、
各
会
場
で
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
が
行

わ
れ
ま
す
。

問
日
立
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委

員
会（
日
立
市
観
光
振
興
課
内
）

☎
０
２
９
４
‐
22
‐
３
１
１
１

■
日
立
さ
く
ら
ま
つ
り（
日
立
市
）

▽
平
和
通
り
会
場　

４
月
９
日

㈯
、
10
日
㈰　

日
立
風
流
物
の

情
報
B
O
X
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■４カ月児健康診査
　３月８日㈫、４月 21 日㈭　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

３月 25 日㈮、４月 22 日㈮
午後１時～１時 30 分受付

■２歳児歯科健診
４月７日㈭　午後１時～１時 30 分受付

■３歳児健康診査
３月 11 日㈮、４月８日㈮　午後１時～２時受付

■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　３月 23 日㈬　午後１時～２時受付
■歯の相談（要予約）

３月 23 日㈬　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
■精神保健相談（要予約）
　３月 16 日㈬
問保健センター　☎４３‐１３１０

健　診　と　相　談

休日の
当番医

☆各種健診など☆各種相談など

診療時間　午前９時～午後５時

3／13
大津町クリニック

☎ 30-2200 ( 大津町 )

20
市立総合病院

☎ 46-1121 ( 大津町 )

21
かもめ・大津港クリニック

☎ 46-0133 ( 大津町 )

27
あおぞらクリニック

☎ 30-7770 ( 中郷町 )

4／3
市立総合病院

☎ 46-1121 ( 大津町 )

10
北茨城クリニック

☎ 46-5101 ( 大津町 )
市立図書館　☎ 42－1451

●きことわ

●苦役列車

●煬帝　上・下

●おしまいのデート

●ピースメーカー

●かんたんせんせいとバク

●旅するウサギ

●ルラルさんのじてんしゃ

●まんまるおつきさん

●どうぶつサーカスはじまるよ

朝吹真理子

西村　賢太

塚本　青史

瀬尾まいこ

小路　幸也

斉藤　　洋

竹下　文子

いとうひろし

ねじめ正一

西村　敏雄

3 月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 4/1 2

3 4 5 6 7 8 9

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
3 月 23 日㈬ 午前10 時〜 11 時
　幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月
市立図書館3 - March -

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
３月 17 日㈭、31 日㈭、４月７日㈭
[ 大津町公民館 ]
３月 10 日㈭、24 日㈭、４月 14 日㈭

どちらも午後１時～４時
問社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談
３月 16 日㈬、４月６日㈬
午前 10 時～午後３時　大津子どもの家
問社会福祉課　内１３２
■ 3・4 月の「ふれあい体操」
３月１日、10 日、15 日、24 日、29 日
４月５日、12 日、19 日、26 日
午後１時 30 分～３時
市民ふれあいセンター
問地域包括支援センター　内１２４

今
月
、
納
期
の

税
金
は
あ
り
ま
せ
ん

今月の
納税

15　広報　きたいばらき　3月号

お知らせお知らせ 掲示板掲示板
北茨城市役所　☎43-1111



広報きたいばらきでは、ペット自慢やマイ・
ガーデニングなどに掲載させていただく市
内在住の方を募集しています。

ペット自慢 趣味悠々　マイ・
ガーデニング

飼っている動物
の紹介。
（動物の種類は
問いません）

ご自宅のお庭の
紹介。

趣味を持って活
動している方の
紹介。

※詳細は下記へお問い合わせください。
　申問市民課 広報広聴係（鷲嶽）内１７８

うちのうちの

　
３
月
の
祝
日
は
春
分
の
日
。
春
の
お
彼
岸
と
な
り

ま
す
。
お
彼
岸
に
供
え
る
和
菓
子
が
「
ぼ
た
も
ち
」

で
す
。
漢
字
で
は
「
牡
丹
餅
」
と
な
り
、
春
に
咲
く

花
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ぼ
た
も
ち
に
対
し
て
、
秋
の
お
彼
岸
に
登
場

す
る
の
が
「
お
は
ぎ
」
で
す
。
こ
ち
ら
は
「
お
萩
」
と
、

秋
の
花
の
萩
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

元
々
は
、
ぼ
た
も
ち
が
「
こ
し
あ
ん
」
で
、
お
は

ぎ
が
「
つ
ぶ
あ
ん
」
な
ど
季
節
に
よ
る
違
い
が
あ
る

そ
う
で
す
が
、
今
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ぼ
た
も
ち
を
い
た
だ
く
お
彼
岸
の
頃
は
「
暑
さ
寒

さ
も
彼
岸
ま
で
」
の
言
葉
ど
お
り
に
、
寒
さ
も
和
ら

ぎ
、
す
っ
か
り
春
ら
し
い
陽
気
を
迎
え
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

市の人口と世帯　平成 23年 2月 1日現在（　）は前月比

総人口… 46,864 人 （ − 63） 出　生… 25 人 （ 　＋ 4）

男… 23,061 人 （ − 23） 死　亡… 65 人 （ ＋ 22）

女… 23,803 人 （ − 40） 転　入… 57 人 （ 　＋ 1）

世帯数… 17,541 世帯（ − 17） 転　出… 80 人 （ − 14）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 02 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

「ひざの上でジャンプ
するのが楽しくてたま
らない様子。元気いっ
ぱいの笑顔にいつもい
やされています」

（父 聡さん 母 美紀子さん）

（父 スティーブン・
　　マイケル・メイさん
 母 しのぶさん）

（７カ月　磯原町）

豊
田

ま さ き

将生 く　ん

「私たちの宝物。毎日

元気いっぱいの可愛い

プリンセスです」

ぼ
た
も
ち

（11 カ月　磯原町）

遠
藤さくらステファニーち　ゃ　　ん

　

い
つ
も
仲
良
し
の
ト
ラ
吉
と
コ
タ
ロ
ウ
。
今
日
も
２

匹
で
お
昼
寝
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
吉
は
、
納
豆
と
ヨ
ー

グ
ル
ト
が
大
好
き
で
、
コ
タ
ロ
ウ
は
や
ん
ち
ゃ
な
男
の

子
で
す
。

中郷町・鈴木さん宅、宮崎さん宅の

（オス・２歳、オス・８カ月）
トラ吉、コタロウ


	2011-３月号-02
	2011-３月号-03
	2011-３月号-10
	2011-３月号-11
	2011-３月号-12
	2011-３月号-13
	2011-３月号-14
	2011-３月号-15

